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九 

月 

 

一
六
日 

ク
リ
ー
ン
デ
イ
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

一
八
日 

北
蒲
原
分
教
会
霊
祭 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

二
二
日 

大
教
会
月
次
祭 

二
三
日 

由
利
分
教
会
霊
祭 

二
六
日 

御
本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

 

三
十
日 

教
区
全
体
会
議(

リ
モ
ー
ト) 

十 

月 

  
 
 

二
日 

教
区
婦
人
会
総
会
由
利
支
部
会
場 

三
日 

支
部
例
会(

矢
島
町
分
教
会
、
１３
時) 

 
 

五
日
～
一
一
日 

大
祭
巡
教 

 
 

五
日 

お
願
い
づ
と
め
、
十
二
下
り 

 

十
三
日 

由
利
分
教
会
秋
季
大
祭 
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今

月

の
言

葉

 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 

 
 

今
月
の
言
葉
は
、
中
和
大
教
会
部
族

夢
ノ
架
橋(

ゆ
め
の
か
け
は
し)

分
教
会

長
、
植
田
與
志
夫
先
生
の
著
書
、「
ま
だ

こ
れ
か
ら
や
」
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
も
同
書
に
大

き
な
感
銘
を
受
け
て
、
今
月
の
秋
の
大

祭
の
部
内
巡
教
で
は
、
同
先
生
の
素
晴

ら
し
い
お
助
け
の
姿
勢
を
大
い
に
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

昭
和
三
年
生
ま
れ
の
弟
は
、
身
体
障
害

者
。
ワ
ル
に
よ
く
い
じ
め
ら
れ
た
。
ワ
ル

を
や
っ
つ
け
る
の
が
兄
の
私
。
お
陰
で
ケ

ン
カ
が
強
く
な
っ
た
。
柔
道
、
剣
道
、
空

手
三
段
の
風
評
が
た
ち
、
あ
だ
名
は
「
三

段
」
。
掌
に
人
と
書
い
て
ペ
ロ
リ
と
舐
め
て

勇
む
。 

「
勇
ん
で
掛
か
れ
ば
神
が
勇
む
。
神
が
勇

め
ば
、
何
処
ま
で
も
世
界
勇
ま
す
」 

 

修
養
科
で
聞
い
た
親
神
様
の
お
言
葉
が

気
に
入
り
、
天
理
教
が
好
き
に
な
っ
た
。

崇
高
な
信
心
と
野
蛮
な
ケ
ン
カ
の
同
一
視

は
も
っ
て
の
外
だ
が
、
私
の
信
心
は
そ
ん

な
程
度
。
勇
む
か
ら
す
る
の
で
は
な
い
。

す
る
と
決
め
た
か
ら
勇
む
。 

 

高
橋
分
教
会
長
の
時
代
、
百
人
ほ
ど
の

な
ら
ず
者
、
世
捨
て
人
を
教
会
に
住
み
込

ま
せ
た
。
世
話
に
明
け
暮
れ
し
た
嫁
さ
ん

が
「
百
人
や
オ
マ
ヘ
ン
、
百
二
十
人
ダ
ッ

セ
」
と
の
た
ま
う
大
所
帯
。
村
の
顔
役
サ

ン
は
、「
テ
ン
リ
ン
サ
ン
、
変
な
人
ば
か
り

集
め
る
の
で
村
の
空
気
悪
う
な
っ
た
」
と

村
中
に
言
い
ふ
ら
し
て
文
句
を
言
っ
て
来

た
の
で
、
教
え
て
あ
げ
た
。 

 

「
変
な
人
も
変
で
な
い
人
も
同
じ
人
間
。

親
神
様
の
子
。
人
間
は
み
な
兄
弟
姉
妹
。

兄
弟
姉
妹
た
す
け
あ
っ
て
イ
マ
ン
ネ
ヤ
カ

ラ
、
村
の
空
気
ヨ
ウ
ナ
ッ
テ
る
の
が
、
ワ

カ
リ
マ
ヘ
ン
カ
」 

 

分
か
っ
て
分
か
ら
ん
反
論
で
、
顔
役
サ

ン
は
文
句
を
言
わ
な
く
な
っ
た
。
頂
い
た

の
だ
。
サ
カ
ネ
ジ
の
ご
守
護
？
天
の
邪
気
、

ヘ
ソ
曲
が
り
信
心
に
も
ア
ル
ン
デ
ス
。
ご

守
護
が
・
・
・
。 

 

私
は
事
の
理
非
や
是
非
を
あ
ま
り
考
え

ず
突
っ
走
る
幼
稚
な
子
供
っ
ぽ
い
信
心
が

好
き
だ
。
親
神
様
は
、
生
き
神
様
の
よ
う

な
聖
人
君
子
の
人
間
は
お
望
み
で
な
い
と

思
う
。
何
故
な
ら
、
完
全
無
欠
、
神
だ
け

の
世
界
は
楽
し
み
が
な
い
か
ら
、
人
間
を

創
っ
て
共
に
楽
し
も
う
と
、
人
間
世
界
を

お
創
り
に
な
っ
た
。
間
違
い
の
な
い
神
だ

け
で
は
面
白
く
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
面

白
い
。
理
無
く
、
徳
無
く
、
変
な
因
縁
が

あ
っ
て
も
、
真
実
を
目
指
す
努
力
・
行
い

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
る
の
が
親
。
無
邪

気
な
三
才
心
、
幼
子
の
為
す
事
言
う
事
、

親
を
慰
め
て
喜
ば
す
一
番
の
特
効
薬
だ
。 

 

秋
田
教
区
婦
人
会
総
会 

由
利
支
部
会
場
開
催 

  

コ
ロ
ナ
渦
に
よ
り
、
教
区
総
会
を
支
部

毎
の
開
催
と
し
、
対
象
も
委
員
部
長
と
限

定
し
、
開
催
し
ま
し
た
。 

 

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
式
典
開
始
、
み

ち
の
だ
い
百
九
十
九
号
、
婦
人
会
長
様
の
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「
会
員
の
皆
様
へ
」
を
拝
読
。 

 
そ
の
後
ね
り
あ
い
シ
ー
ト
を
も
と
に
、

育
て
る
役
割
を
担
う
に
は
と
い
う
事
な
ど

を
中
心
に
ね
り
あ
い
し
ま
し
た
。
充
実
し

た
ね
り
あ
い
に
、
委
員
部
長
と
し
て
ま
た

勇
み
を
頂
き
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 

市
会
議
員
選
挙 

 

佐
々
木
則
夫
候
補
出
陣
式 

大
勢
の
支
援
者
の
元
開
催 

  

去
る
七
月
十
八
日
、
当
教
会
で
由
利
道

分
教
会
長
、
佐
々
木
則
夫
氏
後
援
会
の
『
応

援
の
集
い
』
を
開
催
さ
せ
て
頂
い
た
よ
う

に
、
か
ね
て
か
ら
皆
様
方
に
は
佐
々
木
則

夫
氏
後
援
会
の
呼
び
掛
け
を
さ
せ
て
頂
い

て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
十
月
十
日
に

市
会
議
員
選
挙
公
示
日
と
な
り
、
由
利
道

分
教
会
隣
の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
駐
車
場

で
、
午
前
十
時
よ
り
選
挙
活
動
開
始
の
出

陣
式
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
大
勢
の
方
々
が
か
け
つ
け
て
下

さ
り
、
同
式
で
は
、
後
援
会
長
で
あ
る
当

教
会
の
会
長
さ
ん
の
挨
拶
の
後
、
同
佐
々

木
則
夫
候
補
が
挨
拶
さ
れ
、
イ
ン
ド
在
住

時
代
か
ら
貧
困
家
庭
の
教
育
支
援
に
携
わ

り
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
に
お
会
い
し
て
彼
女

の
言
葉
に
感
動
し
た
事
、 

由
利
本
荘
市
の 

不
登
校
、
引
き 

こ
も
り
、
障
害 

者
の
就
労
支
援 

に
貢
献
し
た
い 

と
い
う
熱
い
思 

い
を
語
ら
れ
ま 

し
た
。
最
後
に 

必
勝
の
思
い
を 

込
め
て
万
歳
三 

唱
を
し
て
出
陣 

式
を
終
え
、
参
加
者
の
方
々
の
絶
大
な
拍

手
の
元
、
同
則
夫
氏
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

が
選
挙
カ
ー
に
乗
り
、
街
宣
活
動
に
向
け

て
出
発
致
し
ま
し
た
。 

 

ご
参
拝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

由
利
分
教
会
秋
季
霊
祭
執
行 

 

去
る
九
月
二
十
三
日
（
祝
）
朝
づ
と
め

終
了
後
よ
り
、
秋
の
霊
祭
を
会
長
、
祭
主

の
も
と
執
行
致
し
ま
し
た
。 

由
利
分
教
会
や

各
々
の
家
々
の
上

に
伏
せ
込
ん
で
頂

い
た
先
人
の
御
霊

様
を
偲
ば
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

早
朝
に
関
わ
ら

ず
、
多
く
の
方
に

参
拝
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

佐
々
木
由
正
さ
ん
由
明
さ
ん 

兄
弟
で
修
養
科
へ
！ 

 

当
教
会
の
次
男
、
佐
々
木
由
明
さ
ん
が

十
月
よ
り
修
養
科
へ
入
学
し
ま
し
た
。
組

係
に
も
任
命 

さ
れ
、
頑
張 

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
由
正
さ 

ん
が
教
養
係 

と
し
て
一
か 

月
つ
と
め
て 

い
ま
す
。 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 

長 

祭 

主 

小 

川 

道 

子 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

小 

林 

理
英
子 

亀 
 

田 
 

町 

東 

滝 

沢 (

前) 

佐
々
木 

由 

正 

由 
 

利 
 

道 

仁 
 

賀 
 

保 

利 
 

翔 
 

布 

桑 
 

原 
 

廣 

東 
 

滝 
 

沢 

由 

利 
東 

布 

上 
 

之 
 

浜 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

木 

内 

教 

子 

坐
り
づ
と
め 

東 
 

滝 
 

沢 
 

 

亀 
 

田 
 

町 

扈 
 
 

者 

佐
々
木 

素 

子 

佐
々
木 

良 

美 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

伊 

藤 

一 
男 

豊 

島 

栄 
二 

桑 
 

原 
 

廣 

佐
々
木 

義 

實 

木 

内 

正 

信 
豊 

 

島 
 

優 
雄 

 

物 
 

川 

佐
々
木 

由 

正 

由 

利 

東 

布 

東 
 

滝 
 

沢 

小 

松 

敬 

子 

伊 

藤 

奈
律
子 

豊 

島 

末 

子 

前 
 
 

半 

豊 

島 

栄 

二 

斎 

藤 

賢 

爾 

賛 
 
 

者 

小 

川 

貴
美
子 

豊 
 

島 
 

舞 

畠 
山 

清 

香 

小 
 

川 
 

心 
佐
々
木 

義 

實 
中 

村 

喜 

正 

小 

野 

繁 

樹 

斎 

藤 

清 

一 

小 

林 

大 

晃 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

豊 

島 
 
 

優 

利 
 

翔 
 

布 

佐
々
木 

由 

正 

小 

川 

昭 

子 

木 

内 

美 

歩 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

由 
 

利 
 

道 

指 

図 

方 
 

 
 

部

内

だ
よ
り 
 

矢
島
町
分
教
会 

 

教
祖
の
神
床
が
傾
い
て
い
た
の
を
、
６
日
の
朝
に
大

工
さ
ん
に
直
し
て
貰
い
ま
し
た
。
長
年
の
風
雪
に
耐
え

て
い
た
の
で
す
が
、
暫
く
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。 

 
 

 

雄
物
川
分
教
会 

 

来

月

十

一

月

二

日

午

後

六

時

よ

り

鎮

座

祭

、

翌

三

日

午

前

十

時

半

よ

り

神

殿

及

び

教

職

舎

落

成

奉

告

祭

を

執

行

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。

特

に

由

利

部

内

会

長

御

夫

妻

に

は

、

何

か

と

お

世

話

に

な

り

ま

す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

１１月祭典役割表       神殿講話 上之浜分教会長 

 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 


